
目標値実績
指標

令和９年度令和４年度令和３年度

80.073.768.8病床稼働率（一般病床）(％)

76.061.161.8病床稼働率（療養病床）(％)

500477392救急車受入件数 (件)

70.065.766.2在宅復帰率（％）

501935訪問診療件数（件）

700527612訪問看護件数（件）

25.017.523.0紹介率（％）

15.013.213.4逆紹介率（％）

 急性期機能は他医療機関と連携し引き続き対応していきます。
 地域で不足する回復期機能の充足を目指すほか、慢性期機能を維持します。

①入院機能

 大学や近隣医療機関と連携し、外来機能を今後も維持します。
 あかびら市立病院等と診療科を相互補完するなど、地域に必要な外来機能を提供していきます。

②外来機能

 初期救急への対応を継続していきます。③救急医療

 公立病院として、市、関係機関・団体と連携を密にし、積極的に役割を果たしていきます。
④新興感染症

対応

 本市より引き継いだ訪問看護ステーションの充実を図ります。
 在宅医療の充実を図ります。

⑤在宅医療

 予防の観点から、近隣医療機関とも連携し、健診事業を引き続き行います。
 当院が所有するＣＴなどの大型医療機器を他医療機関と共同で使用する体制構築を検討します。

⑥健診事業

 当院はこれまでも病院経営の改善に努めてきましたが、慢性的な医師・看護師の不足、人口減少や少
子高齢化の急速な進展に伴う医療需要の変化等、経営環境の急激な変化に対応するために、より一層
の改善・強化が必要となっています。

 「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイドライン」（総務省）に基づ
き「市立芦別病院経営強化プラン（以降、本プラン）」を策定します。

 本プランの対象期間は、令和5年度から令和9年度までの5年間とします。
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市立芦別病院経営強化プラン 概要版
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（２）医療提供体制の状況

（１）当院の概要

（３）機能分化・連携強化

（２）外来医療・入院医療の状況

（４）医療機能や医療の質、連携の強化等に係る数値目標の設定

（５）一般会計負担の考え方

（６）住民の理解のための取組

（２）地域包括ケアシステムの構築に向けた果たすべき役割・機能

４ 経営強化プランの概要

（１）地域医療構想等を踏まえた当院の果たすべき役割・機能

１.役割・機能の最適化と連携強化

P1

 中空知医療圏の総人口は、大幅な減少が予測され、65歳以上人口も既に減少傾向にあり、医療需要も
減少が見込まれています。

 芦別市においては、中空知医療圏よりも減少傾向が大きく、2030年には総人口が10,000人を下回る予
測となっています。

 中空知医療圏において、3次救急告示病院は砂川市立病院、2次救急告示病院は当院を含めた5施設が
認定されています。

 中空知医療圏における病床機能別の過不足状況は、急性期と慢性期が過剰な一方で、高度急性期と回
復期が不足する見込みとなっています。（高度急性期▲90床、急性期＋182床、回復期▲219床、慢性
期＋258床：※北海道保健福祉部地域医療推進局地域医療課が実施した実態調査（令和4年12月23日）
に基づく数値を使用。）

 経営形態： 地方公営企業法全部適用
 許可病床数： 99床（一般60床、療養39床）
 基本理念： 私たちは、市民のみなさまから信頼され、愛される、良質で誠実な医療の提供を目指し

ます。

 外来診療単価、入院診療単価ともに増加傾向にあります。
 外来患者数は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり減少傾向にあります。
 病床稼働率も低水準であり、入院患者獲得に向けた取組と、患者を受入れるための適正な人員配置な

ど院内体制の整備も同時に進めていく必要があります。

令和4年度令和3年度令和2年度令和元年度平成30年度区分

201.6208.8207.0234.3234.51日当たり外来患者数（人/日）

10,71910,69810,70510,1559,521外来診療単価（円）

68.766.065.065.352.7病床稼働率・全体（％）

31,64429,36427,66826,75525,751入院診療単価・全体（円）

（３）収支及び財務の状況

令和4年度令和3年度令和2年度令和元年度平成30年度区分

102.295.493.090.684.1経常収支比率（％）

81.876.574.376.272.7医業収支比率（％）

74.269.667.670.165.8修正医業収支比率（％）

 本市では令和2年時点で高齢化率が47.7%であり、長期的な医療管理を必要とする要介護者に対し、介
護医療院等の介護機能を提供することも視野に入れて、関係機関との検討を進めていきます。

 脳疾患、心疾患、高エネルギー外傷等の救急患者については、砂川市立病院、滝川市立病院及び滝川
脳神経外科病院と連携し、対応していきます。

 「そら-ねっと（中空知地域医療連携ネットワークシステム）」に加え、現時点で多くの連携が発生
しているあかびら市立病院等と地域での連携強化のあり方を模索していきます。

 以下の目標設定を行い、目標達成に向けた取組を進めると同時に、成果の検証も行っていきます。

 経営助成のための経費に係る一部を本市の一般会計から繰り入れることとします。

 市民に対し、病院ホームページや病院広報誌などの媒体を利用し、積極的に情報発信をしていきます。
 市民参加型のイベントを通じて、広報・啓蒙活動を行い、市民の健康管理を充実させていきます。

 他会計からの繰入金や新型コロナウイルス感染症関連補助金等により令和4年度に経常黒字化してい
ますが、医業収支の改善も含め後述の目標数値達成に向けた各種取組を進めていきます。
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４ 経営強化プランの概要

２.医師・看護師等の招聘と働き方改革

３.経営形態の見直し

４.新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取組

（１）医師・看護師等の招聘

（２）臨床研修医の受入等を通じた若手医師の招聘

（３）医師の働き方改革への対応

６.経営の効率化

（１）経営指標に係る数値目標

（２）目標達成に向けた具体的な取組

（３）経営強化プラン対象期間中の各年度の収支計画

５.施設・設備の最適化

（１）施設・設備の適正管理と整備費の抑制等

（２）デジタル化への対応

 そら-ねっと（中空知地域医療連携ネットワークシステム）を継続して活用していきます。
①電子カルテシステム
の更なる連携に向け
た取組

 ＡＩ問診の導入による医師・看護師等の作業効率の向上や患者とのコミュニケーションツー
ルの導入による医療の質の向上を検討します。

②その他各種情報シス
テムの導入

 厚労省の医療情報システムの安全管理に関するガイドライン第6.0版の遵守、情報セキュリ
ティ対策マニュアルを都度更新し、体制及び対応方針の整備・強化を行います。

 さらに職員に対して教育の実施を行います。

③情報セキュリティ
対策の強化

 ニーズを踏まえた上で、患者の通院負担軽減や院内での待ち時間解消など、患者の利便性向
上のために、オンライン診療の導入を積極的に検討します。

④オンライン診療への
対応

目標値実績
指標

令和９年度令和４年度令和３年度

100.1102.295.4経常収支比率（％）

86.781.876.5医業収支比率（％）

78.974.269.6修正医業収支比率（％）

013.823.1不良債務比率（％）

--2.8健全化法上の資金不足比率（％）

51.378.894.1累積欠損金比率（％）

目標値実績
指標

令和９年度令和４年度令和３年度

655常勤医師数（人）

48.044.241.3１日あたり入院患者数（一般病床）（人/日）

29.623.824.1１日あたり入院患者数（療養病床）（人/日）

213.0201.6208.8１日あたり外来患者数（人/日）

38,00035,05332,458入院診療単価（一般病床）（円）

26,00025,31824,062入院診療単価（療養病床）（円）

10,80010,71910,698外来診療単価（円）

22.026.722.7平均在院日数（一般病床）（日）

目標値実績
指標

令和９年度令和４年度令和３年度

16.316.418.1材料費比率（対修正医業収益）（％）

8.68.79.2薬品費比率（対修正医業収益）（％）

13.815.216.4委託費比率（対修正医業収益）（％）

68.272.977.4職員給与費比率（対修正医業収益）（％）

8.17.69.2減価償却費比率（対修正医業収益）（％）

目標値実績
指標

令和９年度令和４年度令和３年度

655常勤医師数（人）

605858常勤看護師数（人）

202020常勤医療技術職数（人）

121212常勤事務職員数（人）

315,926479,469549,864企業債残高（千円）

 医師招聘に向けて、引き続き大学医局と関係性を築き医師派遣要請を行います。
 事務職員のプロパー化を目指し、医事専門職員の採用や育成を行います。

①スタッフ
確保

 総合内科や消化器内科等の医師の増員により、一般病床及び療養病床の稼働率向上を目指します。
 一般病床と地域包括ケア病床の棲み分けを明確に行い、患者の実態に合わせた病床編成を図ります。

②病床稼働率
の向上

 現状に引き続き大学や近隣自治体病院から出張医を派遣いただくよう協議を進め、本市の外来機能を維
持していきます。

 オンライン診療の導入を進め、患者の利便性を図ります。

③外来患者数
の維持

 委託費や保守費等の契約について、近隣病院との共同委託などの方法も視野に入れて経費削減に取り組
んでいきます。

④経費の削減

P2

 大学医局への医師派遣要請や他自治体病院との共同採用活動の可能性を模索します。
 労働管理の徹底、休暇制度の充実化、医師住宅の活動など赴任していただく医師の受入れ環境の整備

等にも注力します。
 看護師等についても、勤務環境改善や資格取得支援を進めます。
 看護学生の実習受入や地域の中学生、高校生の職場体験を積極的に受入れ、将来、当院で働きたいと

思ってもらえるようにアピールしていきます。

 臨床研修医の受入れに加え、若手医師の受入体制の構築を目指します。
 そのためにも、まずは指導ができる医師の招聘を優先的に進めます。

 当院では、時間外労働時間が年960時間/月100時間を超える医師はいません。
 適切な労働時間の管理、タスクシフト/シェアの推進、ICTの活用等を行い、医師の負担軽減を図って

いきます。

 現在の地方公営企業法の全部適用を継続していきます。
 中空知医療圏全体での医療・介護連携をより一層強化するためにも地域医療連携推進法人制度の活用

も含め検討していきます。

 コロナ病床の確保と入院患者の受入れ、発熱外来の設置と隔離透析の実施、院内感染対策の徹底など、
今回の対応経験を活かし、今後の新興感染症の感染拡大時にも迅速に対応できるよう備えます。

 他の自治体病院とも連携・役割分担について協議していきます。

 大規模な修繕は行わず、不具合が生じた箇所に対して最小限の修繕で対応していきます。
 医療機器等は、年間予算の限度額設定や、保守期間の最大限の延長などに取り組んでいきます。

令和9年度令和8年度令和7年度令和6年度令和5年度区分

100.197.595.696.998.1経常収支比率（％）

86.783.381.281.780.0医業収支比率（％）

78.975.673.573.771.7修正医業収支比率（％）

① 収支改善に係る指標

② 収入確保に係る指標

③ 経費削減に係る指標

④ 経営の安定性に係る指標


